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グローバル人材育成（愛知大学 さくら21）
• アクティブラーニング（溝上, 2016)
• 協働学習（池田・舘岡, 2022）
• 経験学習モデル（Kolb，1984）

第２回 アイディア出し（自己紹介も兼ねて）
1.各自小さいポストイットにアイディアをメモ
2. くじ引きで３つのグループに
3.各自アイディアを説明
4.大きいポストイットにまとめ
5. ワールドカフェ形式で意見交換・情報共有
6.元のグループで情報共有
7.全体でアイディアをシェア

第３回 対象・媒体・内容の決定(暫定)
1.著作権・作品制作の注意点について説明
2.第２回目と同様の流れで活動
3.発信対象・媒体・内容の決定

場のデザインのスキル
⚫ 目的の共有から協働意欲の醸成
⚫ 討論の時間、メンバー同士の関係
を適切にデザイン

⚫ 話しやすい場を用意する

対人関係のスキル
⚫ できるだけたくさんの意見や考え
を出し合い、理解と共感を深めな
がらアイディアを広げるたすけ

⚫ 傾聴・応答・観察・質問などのコ
ミュニケーションスキル

構造化のスキル
⚫ タイミングを見計らい、個々の意見
を整理し、噛み合わせていく

⚫ 議論の全体像を整理し、論点を絞り
込み、わかりやすく「見える化」する

合意形成のスキル
⚫ 決め方を決める
⚫ なにを基準に最適な選択肢を選ぶ
のか

⚫ 異なる意見をどうやって融合させる
のか（コンフリクトマネジメント）

ファシリテーター
の役割

日本ファシリテーション協会
https://www.faj.or.jp/facilitation/

目標と進度
• 目安の周知
• 現在地を把握

雰囲気づくり
• スパイタイム
• 共通テーマ

助け・励ます
• 器材や道具
• 応援（不安解消）

おせっかいと
個別対応の継続

適度に放置
生温かく見守る

状況の把握（大福帳）
• 個別の性格や悩み
• チームの内情

人々の活動が容易にでき
るよう支援し、うまくことが
運ぶよう舵取りすること

おせっかい
• 煮詰まった時
• 軌道修正

現在地の明確化
• スライド・板書
• Moodle

合意形成はしつこく
• 全員のコミットを取る
• 責任の所在を明確に

自分たちで合意形成したため、
最後まで軌道修正しつつがんばれた！？
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グループ① 
CM：ゼミ紹介, 孔子学院
JF4：商品づくり, ニュース，ドラマ
JF6：生配信, バラエティー, ラジオ, YouTube

グループ②
JF1： 紙媒体（手書き）, 日本社会
JF2：紙パンフレット, 電子掲示板
JF3：Webサイト, おすすめスポット, 国別比較, 食事,

グループ③
CF：有名スポット, スーパー 
JF5：YouTube, ポスター, ラジオ, 映画
MM：食べ物・料理

愛チーム
媒体：紙のパンフレット
内容：おすすめスポット紹介（詳細は未定）
4回目以降に
大学近くのJICAとコラボ，JICAカフェ紹介に決定
→6月に他チームメンバーと協働しランチ取材

ワンチャンチーム
媒体：動画かラジオ
内容：方言の紹介（ドラマ形式で）
4回目以降にラジオ形式に決定

• クイズ形式で方言を紹介
• 「ナシゴレン」クッキングコーナー
• JICAカフェのCM（共通のテーマ）

三姉妹チーム
媒体：ラジオかInstagramリール（Vlogも検討）
内容：絞り込めず（一日紹介、音楽、日中韓比較）
4回目以降にラジオ形式に決定

• メイクやコスメについてアンケート調査報告
• JICAカフェのCM（共通のテーマ）

第2回 発話数（3→4）

発話数が多い人≠意思決定する人
＝他者の意向を聞く人・話の流れを作る人

実現可能性

共通テーマ

第3回 発話数（3→4）

机上の決定≠現場の最適な答え

 22春学期 学生参加型・学生主体型授業の実践
• 3チーム（日本人2名＋留学生1名）9名
• 企画→調査活動→媒体制作→発信→ふりかえり
➢ 企画における意思決定はどのようにしているのか？
➢ 活動を進めるうえで教師の役割として心がけたこと

全体共有

評価・ふりかえり活動の検討
➢ 頻度・内容・方法

• 愛知大学グローバル人材育成
• 学士力（文部科学省，2008）
• 社会人基礎力（経済産業省，

2006）

チームのつくり方
➢ くじ引き
➢ 興味・媒体別
➢ 教師決定
➢ 性格診断

枠組みの見直し
➢ 人見知り解消のため、チーム
活動までに段階を踏む

➢ 前半に複数回座学（多文化共
生・やさしい日本語など）を組
み込む必要がある

はじめに

企画会議

教師の役割

これから

信じて待つ態度の表明
失敗を恐れない姿勢の涵養
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